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行われてきた（第 ₁章表 ₁ - ₁ 参照）。






















































































　また，地域 r の農業部門のゼロ利潤条件から，地域 r の所得は次式に置き
換えられる。
Y（r）＝ pA（r）fA（r）＋ wM（r）LM（r）＋ wS（r）LS（r） ⑷
ただし，⑷の右辺の第 ₁項は，地域 r の農業部門で投入される労働と土地へ
の支払いを示す。
















₀ kI ≤ ₁ － kI
₁ － kI ≤ kI ≤ ₁ ＋ kI
₁ ＋ kI ≤ kI ≤ ₁
 









₀ kL ≤ ₁ － kL
₁ － kL ≤ kL ≤ ₁ ＋ kL

































とは困難である。製造業におけるパラメータは，「Establishment Survey on 




























































































6 - ₁ にインドシナ半島における山岳国家であるラオスの標高および幹線道
路ネットワークが示されている。同じ幹線道路でも，地域によっては標高
2000メートル以上の山岳地帯を通過していることがわかる。また標高は道路






















































































の値が入る。その後， Elvidge et al.（1997）が観測された人工夜間光の面積を
説明変数として，人口，GDP（PPP $），そして電力使用量の関係を推計した。
21カ国に対するクロスセクション分析では，いずれも ₁前後の非常に高い弾
力性を示した。 これに対し，Sutton and Costanza（2002）は，観測された光
の強さの合計を用い，国よりも下の行政区分で GRP を推計した。分析した
のは，EU11カ国およびアメリカの州レベルの GRP と夜間光の強さとの関係
である。外れ値を除けば，安定した関係になると結論付けた。 Ghosh et 
al.（2010）は付加価値を工業とサービス業に分け，夜間光の強さとの関係を
推計した。農業は，人口分布のデータ（Landscan）を説明変数とした。この
結果を使い，全世界の ₁平方キロメートルごとの地点別 GRP データを推計
した。Henderson et al.（2012）は，従来の ₁年のデータを使ったクロスセク
ション分析ではなく，パネル分析を駆使し，国や年の固定効果を考慮しなが
ら，夜間光の強さと GRP の関係を推計した。後述するリモートセンシング

















































国より下のレベルの人口統計がない場合もある。しかし図 6 - ₄ のように高
精度の時空間データがあれば，必要に応じて，地域別の人口規模，人口密度














図 6 - ₄ 　 人口のリモートセンシングデータ（カ
ンボジア・プノンペン，2005年）
図 6 - ₅ 　 調査および推計によるラオスの県別人口シェア
の比較（2005年）
（出所）Landscan に基づき筆者作成。










































































































図 6 - 6 　 非農業および人工夜間光シェアの比較（2005年）







　図 6 - ₇ に，耕地など（耕地＋草原＋低密度植生）のシェアと農業付加価値
図 6 - ₇ 　 農業付加価値および耕地などシェアの比較（2005年）
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図 6 - ₈（a）　農業 GDP 対耕地，人口の散布図（1992～2009年，124カ国）







































図 6 - ₈（b）　 非農業 GDP 対人工夜間光の散布図（1992～2009年，
124カ国）



















　まず図 6 - ₈ の a と b に農業，非農業付加価値とリモートセンシングデー
タの相関を示す散布図を示した。耕地面積，そして，人口規模が農業 GDP
に，人工夜間光が非農業 GDP に，非常に高い相関をもっていることが確認





の GRP（郡別）を図 6 - ₉ の a と b に示す。GEDA2005の17県より大幅に多
い139郡別でも，農業 GRP の値がない地域がほぼないが，非農業 GRP は，
周辺郡を中心に値のない地域が散見される。しかし県単位に集計すれば，
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表 6 - ₂ （a）　一人当たり農業 GDP 階層別推計結果（124カ国）
全階層 0～500 500～1,000 1,000～1,500
定数 7.055＊＊＊ 6.633＊＊＊ 5.752＊＊＊ 6.313＊＊＊
［0.256］ ［0.882］ ［0.284］ ［1.038］
耕地 0.192＊＊＊ 0.135＊＊＊ －0.028＊ 0.128＊＊
［0.015］ ［0.014］ ［0.015］ ［0.049］
人口 0.790＊＊＊ 0.839＊＊＊ 1.065＊＊＊ 0.908＊＊＊
［0.021］ ［0.018］ ［0.023］ ［0.091］
サンプル数 1,036 916 97 41
修正 R2 0.839 0.882 0.951 0.874
（出所）筆者推計。
（注） ₁）＊＊＊は ₁ ％有意，＊＊は ₅％有意，＊は10％有意を示す。［　］内は標準誤差を示す。
₂）YFE2000，2005および2009年は，それぞれ2000，2005および2009年の年効果。
₃）すべての推計で年の固定効果が含まれている。
表 6 - ₂ （b）　観測された夜間光階層別の非農業 GDP の推計結果（124カ国）
全 8～9 9～10 10～11 11～12 12～13 13～
夜間光 0.957＊＊＊ 0.934＊＊＊ 0.985＊＊＊ 0.971＊＊＊ 0.991＊＊＊ 0.999＊＊＊ 0.932＊＊＊
［0.0080］ ［0.028］ ［0.023］ ［0.006］ ［0.004］ ［0.004］ ［0.087］
YFE2000 11.896＊＊＊ 9.835＊＊＊ 9.732＊＊＊ 10.982＊＊＊ 11.566＊＊＊ 12.375＊＊＊ 14.392＊＊＊
［0.122］ ［0.433］ ［0.303］ ［0.096］ ［0.060］ ［0.075］ ［1.734］
YFE2005 12.081＊＊＊ 9.674＊＊＊ 11.017＊＊＊ 11.605＊＊＊ 12.438＊＊＊ 14.524＊＊＊
［0.122］ ［0.325］ ［0.100］ ［0.061］ ［0.069］ ［1.728］
YFE2009 12.074＊＊＊ 9.826＊＊＊ 11.023＊＊＊ 11.590＊＊＊ 12.358＊＊＊ 14.093＊＊＊
［0.124］ ［0.349］ ［0.101］ ［0.061］ ［0.073］ ［1.402］
サンプル数 2,052 28 54 482 1,041 416 31
修正 R2 0.867 0.564 0.637 0.939 0.965 0.946 0.364
（出所）筆者推計。




図 6 - ₉（a）　ラオスの郡別一人当たり農業地域総生産
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Geo-Economic Dataset For Asia（GEDA）
　　http://www.ide.go.jp/English/Data/Geda/index.html
Global Administrative Unit Layers（GAUL）
　　http://www.fao.org/geonetwork/






National Atmospheric and Administration（NOAA）
　　http://ngdc.noaa.gov/eog/services.html
NASA’s Observing System Data Observing System（EOSDIS）
　　http://reverb.echo.nasa.gov/reverb/
Social Economic Data and Application Center（SEDAC）
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　　http://sedac.ciesin.columbia.edu/
Steering Committee for Census of Population and Housing 2005（非公開データ）
WDI（World Development Indicators）
　　http://data.worldbank.org/data-catalog/world-development-indicators

